




























































































































































































































































































































































































































































































（渡辺） 防火建築帯 FESにもまた学生が来るのでしょうか。 
 
（大野） ワークショップから、会議テーブルみたいなもので布を出してお店をされるの
ですが、その会議テーブルも自分で作ろうという話になりまして、森林組合さんに１枚板
を用意していただいて、削ったり磨いたり、脚を作ったりというのをワークショップでや
って、興味を持っていただいて、当日にという流れを考えております。当日だけですと面
白くありませんから。 
 
（渡辺） 準備から絡んで、それも手作りで実感が涌くと思います。 
 
（大野） 本当は藤田君が氷見でやっているように、どういうのがいいかなど企画作りの
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ところから市を巻き込んでやるといちばん良かったのですが、そこは次回かなという感じ
です。 
 
（渡辺） 一度、ボンと花火を打ち上げて興味を持ってくださる人がいればいいのですが。 
 
（大野） また氷見の状況とは違いますので、まずは１回やってみて、「こんなのがある
んだ」というところからスタートということだと思います。 
 
（渡辺） 氷見は商店街の会長さんも協力的です。 
 
（大野） 我々は歳もいっているので若手に何とか頑張ってもらいたいと思いますし、後
押しは何でもするからということなんです。 
 もともと藤田君のお母さんの……。 
 
（渡辺） とし子さんですね。私はとし子さんから紹介されまして、次男が氷見にいるか
らということで、そういうつながりです。 
 
（大野） とし子先生が私の原点です。９年ぐらい前になりますが、柏のやつがちょうど
形になったぐらいで、ちょっと講演に呼ばれ始めた時期で、そこで富山に来られて、私は
京都にいたのですが、こちらに戻ってきたばかりで、商店街に若いやつが帰ってきたとい
われて、商工会議所の人に一緒に行こうと言われて行ったのが藤田先生の講演会でした。
「めっちゃ面白い」と思いました。そして懇親会でたくさんしゃべって、「一度、魚津に
来ていただけませんか」と言いまして、次の日に予定があったのかどうかは分かりません
が、魚津に来ていただきました。それがご縁で、たまに電話でやり取りしたり、東京にい
るから会えないかと電話をしていろいろ話を聞いていただいたりしています。 
 最近、魚津で藤田君と飲んで、藤田君と２人で自撮りをしてお母さんに送りました。 
 視察で近畿デスクの紫波町とか、オガールとかも岡崎さんに去年講演に来ていただいた
りしました。ブルースタジオの大島さんも来週いらっしゃいます。リノベーションとか少
し防火建築帯を認識してもらったということもあって、上のおじさんたちが気付いて……。 
 
18 
 
（渡辺） 価値に気付いてくれるといいのですが。壊すと再生できませんから。 
 
（大野） そうなんです。みんなが壊そうと言っていまして、イオンみたいなところがい
いと言っているのですが、そんなことをやっても意味がないんです。イオンに勝てるわけ
がないです。そこが強みじゃないわけですから。 
 でも、研究していただいて、先ほど皆さんに読んでいただいた冊子を学生に発表してい
ただきましたら、経済界の人たちも防火建築帯は残さなくてはいけないと言っていて、少
しいい方向には向いてきたなという意見があります。 
 
（渡辺） すごいタイミングですね。 
 
【了】 
